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事 業 評 価 書 

補 助 事 業 名 交通施設：羽村駅自由通路拡幅等整備事業（基金） 

補助事業者名 羽村市 

実 施 場 所 JR 青梅線羽村駅（羽村市五ノ神 1-8-26） 

補助事業の目標 

羽村駅については、昭和 48 年に日本国有鉄道に地元が全額負担をし、現在の橋上駅舎が設

置されたものであり、自由通路も含め、財産として現在の東日本旅客鉄道株式会社に帰属さ

れている。この橋上駅舎の完成により、羽村駅東口が開設され、とりわけ自由通路について

は、駅利用者を始め、市民が安全に東西の往来ができる重要な通路となっている。 

しかし、この自由通路の改札口付近に、売店をはじめ各種自動販売機等が設置され、通路が

非常に狭く、朝夕の通勤時間帯は特に混雑している状況にあるほか、売店前に人が並ぶと点

字ブロックが利用できない状況もあり、地元住民からも多数の要望が寄せられていたことか

ら、平成 16 年から東日本旅客鉄道株式会社と拡幅等整備に関する協議を重ねてきている。 

羽村駅は、羽村市の玄関口であり、市民の要望に加え、はむら花と水のまつり、はむら夏ま

つりなどの開催期間中は、多くの観光客が訪れる拠点となる場所でもあることから、自由通

路上にある売店を移設後、この自由通路の羽村市への財産移管を受けたうえで、市道として

拡幅を行い、駅利用者の利便性と安全性の向上につなげていくものである。 

 

参考指標】  

羽村駅１日あたり乗車人数 13,893 人（平成 29年） 

羽村駅１日あたり乗車人数 13,958 人（平成 28年） 

 (※JR 東日本公式サイトより） 

補助事業の内容 
・自由通路の拡幅 

・東口階段の改修 

補助事業の始期 

及 び 終 期 

基金の造成：平成 24 年度から平成 30年度 

基金の処分：平成 29 年度から令和元年度 

事 業 費 

及  び 

交 付 金 

基金造成額(A) 基 金 

処分額 

（B） 

基 金 

残 額 

(A)-(B) 

継続事業に

要した額 年度 交付金 
市町村 

費 等 

その

他 

運用

益 
計 

 

H24 

円 

4,665,000 

円 

0 

円 

0 

円 

0 

円 

4,665,000 

円 

0 

円 

4,665,000 

円 

0 

H25 86,797,000 0 0 0 86,797,000 0 91,462,000 0 

H26 57,169,000 0 0 0 57,169,000   0 148,631,000 0 

H27 91,465,000 0 0 0 91,465,000 0 240,096,000 0 

H28 91,708,000 0 0 0 91,708,000 0 331,804,000 0 

H29 90,000,000 0 0 0 90,000,000 42,500,000 379,304,000 99,950,532 

H30 10,000,000 0 0 0 10,000,000 100,000,000 289,304,000 362,457,367 

R 元 0 0 0 0 0 289,304,000 0 298,742,085 
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補助事業の成果

及び評価並びに

地域住民への周

知の実施状況 

〔補助事業の成果及び評価〕 

 町内会、市内都立高校及び、市内企業へのアンケート調査を実施し、34件の回答を得た。 

 回答のうち、改修前は、「通りづらかった」が 10 件、「普通」が 22 件、「通りやすかった」が 2件であ

ったが、改修後は、「通りやすくなった」が 26件、「変わらない」が 8件となっている。 

また、改修前後の安全性について、「良くなった」が 24件、「悪くなった」が 2件、「変わらない」が

8 件、改修後の印象について、「良くなった」が 28 件、「悪くなった」が 1 件、「変わらない」が 5 件の

結果となっている。 

個別意見として、「広々として車いすとの方とも通行が良い」、「明るくなった。待ち合わせスペースが

出来て利用している方が多い」、「人との距離が取れて通勤時間帯でも安心して通行できるようになっ

た」、「広くなったため、西口－東口との通行が楽になった」などの意見があった。 

以上のことから、通勤時間帯で混雑緩和や車いすなどバリアフリー面においても通行上の改善がされ

ており、安全確保が図られていると評価できる。 

 

〔地域住民への周知の実施状況〕 

・当該交付金を活用した表示板を設置 

・広報はむら及び市公式サイトへ掲載 

事業の改善措置

及び今後の対応 
無 

事業の評価に際

しての第三者機

関の活用の有無 

無 

 


